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１ 名称　本論集は、名称を『社会学研究科年報』とし、原則として年1回発行する。

２ 目的　本論集は、立教大学大学院社会学研究科に関わる研究者の研究成果を公表し、研究水準の向上を目指すものである。

３ 編集委員会の名称　編集委員会は名称を社会学研究科年報編集委員会とする。

４ 編集委員の構成･選出･任期　編集委員は、研究科所属の教員、助教、大学院生の代表をもって構成する。大学院生の編集委員は、大学院社会学研究科社会学専攻･応用社会学専攻の前期および後期課程の在籍者から各2名選出し、任期は原則として2年とする。

５ 編集委員会の役割　編集委員会は、掲載論文の審査および刊行のための編集作業全般を行うとともに、規約の改正案作成など本論集に関する業務を担当する。

６ 掲載基準（応募規定）

　1）執筆者　執筆者は、大学院社会学研究科の大学院生と教員を原則とする。ただし、本研究科の修了生の投稿および学外者を共同執筆者とする論文等に関しては、編集委員会が掲載の適否を判定する。

　2）掲載原稿の形態　原稿は原則として「論文」「研究ノート」「討議」「書評」「学位論文要旨」の5つの項目に分類され、いずれも未発表のものに限る。「研究ノート」は研究上の問題提起、調査の中間報告などを簡潔に発表するものをいい、「論文」に比較して原稿枚数の少ないものとする。「討議」は既発表の「論文」「研究ノート」等に関する質問や意見およびその回答に関する記述を中心とする。また、「書評」は、取り上げる著作および書評者を、予め編集委員会で選定･依頼する。「学位論文要旨」は、当該年度、本研究科に提出された学位論文（博士論文・修士論文）の要旨とする。

　3）応募原稿の選考　「論文」と「研究ノート」の掲載は、指導教授の推薦と査読者2名の承認を必要とし、編集委員会が最終決定を行う。ただし、必要に応じて、特定の原稿を審査する査読委員を委嘱することができる。なお、「討議」「書評」「学位論文要旨」は審査を必要としない。

　4）原稿の形式　原稿は所定の執筆要綱に従うこと。
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